
筑波大学計算科学研究センター 平成２７年度学際共同利用 報告書 

受付 ID 15a-18 

分野 生物 

Phylogenomicデータによる真核生物大系統解析 

Phylogenomic study for understanding the global eukaryotic phylogeny 

 

稲垣祐司 

筑波大学生命環境系（計算科学研究センター） 

 

１．研究目的 

これまでの我々の研究グループは、各種自然環境より新奇単細胞真核生物（真核微生物）

を単離、実験室内で継代可能な培養株の確立、さらにはトランスクリプトームデータに

基づく大規模系統解析を行うことでその系統的位置を探求してきた。本プロジェクト

の目的は、真核微生物 Microheliella maris と未記載嫌気真核微生物 PAP020 株について

大規模系統解析を行い、2生物の系統的位置を確定することである。 

２．研究成果の内容 

パラオ共和国のマングローブ林底泥サンプルから単細胞真核生物 PAP020株が単離さ

れ、嫌気環境下でバクテリアを餌として培養、維持されている。これまでの小規模な

分子系統解析では、PAP020株の系統的位置を推定するには至らなかった。そこで大規

模分子系統解析によって PAP020株の真核生物中での系統的位置を検証した。PAP020

株の網羅的 mRNA塩基配列を基盤に、PAP020株を含む 83タクサ、148遺伝子のアミ

ノ酸データセットを作成し、最尤法による系統解析を行った。その結果、PAP020株は

Giardia含む寄生および嫌気性生物で構成されるフォルニカータ生物群の基部から BP 

= 100%で分岐することが示され、PAP020株の系統的位置を確定することができた。 

３．学際共同利用として実施した意義 

学際共同利用リソースとして COMAを使用することで、自然環境から見出した新奇真

核微生物 PAP020株の系統的位置を迅速に確定することができた。この成果は、筑波大

学計算科学研究センターの生命科学研究部門・分子進化分野のめざす真核生物大系統

解明へむけた着実な一歩である。 

４．今後の展望 

PAP020株の系統的位置がフォルニカータ生物群の基部であることが確定できたため、

この生物群の初期進化を理解するための足掛かりとなる。とくにこの生物群に含まれ

る何れの生物種も微好気性あるいは嫌気性であり、機能的にも構造的にも退化したミ

トコンドリアをもつことが知られている。PAP020株のミトコンドリア関連機能を研究

することで、ミトコンドリア機能の退化過程について新たな知見を得ることができる

と期待できる。 
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使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS   

HA-PACS/TCA   

COMA ○ 450 

※配分リソースについては 32node換算時間をご記入ください。 

 

 


